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The influence of preschool teachers’ character strengths on self-directed work attitude 
 





























5 年間でおよそ 5 割の幼稚園教諭が離職し，現職










































改善が求められる（Frese, Kring, Soose, & Zempel, 








に関する知見が注目されている（Lopez & Snyder, 
2009）。強みとは「人が活躍したり，最善を尽くし
たりすることを可能にさせるような特性（Wood, 













































郵送した 87 名のうち，返信のあった女性 61 名（平
均年齢 20.78 歳（SD = 1.08））が分析対象となった。 
質問紙 
 （1）個人の品格を測定する尺度として，井邑・





























までの 4 件法で回答を求めた。上記の 3 種類の尺
度をTime 1（保育者養成校卒業時点，2016年 1月）
と Time 2（保育職に就職後 3 ヶ月が経過した時点，
2016 年 6 月）の 2 時点で測定した。 
 








まず，Time 1 ，Time 2 における品格尺度，保育
者効力感尺度，自発的職務改善尺度の α 係数を算
出した結果，いずれの尺度も αs ＞ .74 と満足で
きる値であった。卒業前の Time 1 と就職 3 ヶ月後
の Time 2 において，保育者効力感，自律的職務態
度に変化が見られるかを検討するために対応のあ
る t 検定を行った結果，いずれの変数も就職後 3
ヶ月で低下することが明らかとなった（t (60) = 
2.24, p < .05; t (60) = 4.13, p < .001）。各時期の平均































Time 1 Time 2 t検定
保育者効力感 2.88 (0.54) ＞ 2.73 (0.57) t  (60) = 2.24, p  < .05
自律的職務態度 2.83 (0.50) ＞ 2.56 (0.60) t  (60) = 4.13, p  < .001



















































































    注1）Time 1（卒業間近の1月），Time 2（就職後の6, 7月）
　　注2）数値は標準化係数β。標記したパスは5%水準で有意。
    注3）適合度指標：GFI = .988, AGFI = .942, RMSEA = .010
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